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よく見る番組数 0  1  2  3  4  5  6  7
人数（人） 71 21 6  2
 
495  441  476  220  100
割合（%） 28.6  25.5  27.5  12.7  5.5
分 類 無番組群 1番組群 2番組群 3番組群 多番組群
男 55  36  13  6  5性別
（人） 女 436  399  459  210  95
表２ 年齢、BMI、毎日摂取食品群数、食生活の自己評価、体調、食品構成知識
無番組群 1番組群 2番組群 3番組群 多番組群
495人 441人 476人 220人 100人
年齢（歳） 39.0±8.0  40.7±7.3  41.7±6.9  42.7±7.7  44.0±8.0
 
BMI  21.1±2.7  21.0±2.6  21.2±2.5  21.6±2.6  22.1±2.7
毎日摂取食品群数 6.2±2.4  6.5±2.3  6.7±2.1  7.2±2.2  8.0±1.8
食生活の自己評価 3.7±0.8  3.8±0.7  3.8±0.6  3.9±0.7  4.1±0.7




無番組群と多番組群の年齢差は 5歳であったが、年代分布で見ると無番組は 40歳未満が 49％を
占め、多番組群は 50歳以上が 20％を占めていた。
BMIは平均値では大差ないようにみえるが、肥満に分類される 25以上が無番組群で 10.5％、1～
3番組群で約 9％であったのに対し多番組群では約 2倍の 20％であった。年齢とともに肥満者の割
合は増えるため、年齢の高い多番組群で肥満者が多いことは年齢依存部分もある。そこで年代別に
肥満者の割合を見たところ、回答者全体での 50歳以上の人々における肥満者は 26.5％であるのに対




毎日摂取食品群数も 1～ 3番組群までは 6.5点前後であるのに対し、多番組群は 8点と 1点以上


























































週間（84日間）の飲用で平均体重 70.7kg（BMI 26.5）が 69.0kg（BMI 25.8）に減少したにすぎない。















特保マーク意味正解率，％ 61.0  65.8  72.1  67.7  65.0
特定保健用食品購入数 0.5±0.9  0.7±1.0  0.9±1.1  1.1±1.2  1.5±1.3
?健康エコナ」 25.1  31.5  36.3  47.7  59.0
?健康エコナマヨネーズタイプ」 4.4  7.9  12.2  14.5  28.0








?蕃爽麗茶」 2.8  4.8  6.5  6.4  11.0
?健茶王」 1.2  1.8  2.3  2.3  8.0
?健康サララ」 4.0  3.2  4.4  5.0  7.0
?アミール S」 2.0  3.9  4.4  7.3  7.0
?ヘルシーリセッタ 3.0  4.5  2.7  5.5  5.0
該当するものは無い 64.2  56.2  48.9  37.7  29.0




































142 高 橋 久仁子
がことさら多いということはなかった。
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